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 主著『省察』の中で、こう言う  「もし私が人間の身体をば、……ある種の機械














































































































































































 何故に存在するかの理由乃至原因とは同一である（Ratio seu causa， cur Deus seu












 に関係している（Naturae leges communem Naturae ordinem， culus homo pars
 est， respiciunt．）」（30）（Ethica， IV． prop．57， scholium）
 スピノザは、そこからこう指摘している。
 「人間の感情は、人間の能力を表示するのではなくて、少なくとも自然の能力ある











 ドは自然の本当の原子（les v6ritables Atomes de la nature）であり、一口にいえ































 性（une parfaite spontaneit6）によっていながら、しかも外界の事象と完全な適合
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 理的作用の実現原因が形而上学の領域に属している（la cause efficiente des
 actions physiques est du ressort de la metaphysique．）と考えるようになった。
 この点で私は、「自然の中に物質的で拡がりを持つものしか認めず、そのために信仰
 の篤い人々から怪しまれても仕方がない連中」とは非常にかけ離れている。のみな



















 れば十分だということを私は示した（j’ay monstr6，．．．．噛comment le principe de
 la cause finale suffit souvent pour d6couvrir les secrets de la nature， en atten－



























 て（nach bloB mechanischen Gesetzen）可能であると判定（beurteilen）されね
 ばならない」という正命題（Satz）である。
 第二の格律は、「物質的自然の所産の若干のものは、単に機械的な法則に従って可能
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 であると判定されることはできない（その判定ihre Beurteilungは全く別の原因性















































 の問の二律背反（Antinomie zwischen den Maximen der eigentlich physischen





























 「かかる因果的結合は、〔機械的〕作用原因による結合die Verbindung der wirken－





















































 もあるものである（Ein organisiertes Produkt der Natur ist das， in welchem alles
































 る（zwar das Prinzip einer mechanischen Anleitung zweckmaBiger Naturprodu－
 kte neben dem teleologischen bestehen．）が、しかし決して後者を無用のものに
 するものではない」（65）
 それ故に、「機械論的説明方式は目的論的説明方式によって  あたかも両者が相互
 に矛盾するかのように  排除されることはない（ohne daB die mechanische

















































 「動物は、デカルトの主張するような、機械ではない（die Tiere，……sind nicht，
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